
京都舞鶴港の主要な取組状況 
平成 29年 5月 26日 

（一社）京都舞鶴港振興会 
＜最近の動き＞ 
 １ 京都府港湾局の設置 
    ●平成 29 年 4 月、本庁の港湾課を舞鶴に移転し、本庁組織として「港湾局」を設置 
 
 ２ コンテナ航路の拡充 
    ●平成 28 年コンテナ取扱量 １１，４９３ＴＥＵ ※国際フェリー含む 

●韓国コンテナ船社のアライアンス締結により、完全な週２便体制に 
 
 ３ バルク貨物の拡充 
    ●バイオマス発電燃料等の増加の動き 
 
 ４ 国際フェリー貨物の拡充 
  ●日韓露国際フェリーのコンテナ貨物が順調に増加（対前年比 1,374％） 
 
 ５ クルーズ客船入港 
  ●京都舞鶴港に大型外航クルーズ客船が続々と入港                
    ・平成 28 年 クルーズ寄港回数  １７回【過去最高】 
 「コスタ・ビクトリア」（7.5 万ﾄﾝ）日本海周遊クルーズ 10 回 他 
  ・平成 29 年 クルーズ寄港予定 ３９回【過去最高】 

「コスタ・ネオロマンチカ」初(5.7 万ﾄﾝ) 日本海周遊クルーズ ３２回 
「ドーン・プリンセス（7.7 万ﾄﾝ)）「ロストラル（1.1 万ﾄﾝ)）「ブレーメン(6,752 ﾄﾝ)」 他 

●「クルーズ・オブ・ザ・イヤー 2016」特別賞受賞（28 年 12 月） 
   
＜取組状況＞ 
 １ コンテナ確保の取組 

●大連日本商品展覧会への出展       28 年  9 月 
●メッセナゴヤ 2016                           28 年 10 月 
●京都舞鶴港セミナーin 大連                 29 年  2 月 
●京都舞鶴港セミナーin 広島               29 年  3 月 
●インセンティブ補助金制度の見直し            29 年  4 月 

 
 ２ フェリー就航に向けた取組 

●直行航路の開設に向けた直行トライアルを実施       27 年 12 月 
●インセンティブ補助金制度の見直し           29 年 4 月 

 
 ３ クルーズ誘致に向けた取組 
  ●船社の海外拠点へのトップセールス（イタリア、シアトル、上海等） 
  ●「日本海クルーズセミナー」実施（大阪、名古屋、東京）    29 年  1 月 

     
 ４ 施設整備 
    ●国際ふ頭 ＣＦＳ（２棟目）の整備    29 年 4 月 事業化 
    ●第２ふ頭 「海の京都駅（仮称）」の整備      29 年 4 月 事業化 
   ●国際ふ頭 岸壁延伸                   29 年秋 供用開始予定 
  ●国際ふ頭  多目的クレーンの移設      29 年冬 供用開始予定 



境港貿易振興会 

    



 



 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


